
パレスチナに平和を！緊急アピール行動

11 月 19 日、『ねむろ「九条の会」』と『戦争させない・9 条壊すな！総がかり行動根室実

行委員会』の共催で、『すべての人々を殺すな ガザへの軍事攻撃を止め、即時停戦を パ

レスチナに平和を 根室 緊急アピール行動』（以下、アピール行動）が行われました。
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